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 感染症および不測の事態に関する注意事項 
 

●試験当日、学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症に罹患し治癒していない者は、 
他の受験生や監督者等への感染の恐れがありますので、原則として受験をご遠慮ください。ただ
し、病状により学校医その他の医師において伝染の恐れがないと認めた時はこの限りではありま
せん。 
なお、上記により受験をご遠慮いただいた場合でも、入学検定料の返還はいたしません。 

●不測の事態により、学生募集要項に記載されている実施内容（出願期間・試験日程・試験内容・
合格者発表日等）に変更を加える場合には本学公式サイト（https://www.twcu.ac.jp/）に掲載
するとともに、出願後は、出願者本人へ通知します。 
ただし、このことに伴う出願者の個人的損害については、原則として本学は責任を負いません。 

個人情報の取り扱いについて 
 

出願および入学手続にあたってお知らせいただいた氏名、住所、その他の個人情報は、入学
試験実施（出願処理・試験実施）、合格者発表、入学手続、入試統計調査、東京女子大学国際
交流奨学金申請手続およびこれらに付随する事項を行うために利用します。 
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ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 

東京女子大学大学院は、建学の精神であるキリスト教の精神に基づく学問研究および教育の機関として、
研究者にふさわしい人格を陶冶し、教養を備えた高度な専門的職業人を育成するために、以下の能力を
身につけ、かつ、学則に定める所定の単位を修得し、修士論文を提出してその審査および最終試験に合
格した学生に、学位（修士）を授与します。 

【人間科学研究科人間文化科学専攻 博士前期課程】 
１. 自らの専攻分野に関する方法論と専門知識を身につけ、さらに学際的視点からの研究を可能にするため、

他分野の方法論と専門知識を一定程度身につけている。 
２. 人文科学の専門知識を自立的に運用するための資料読解力・精査力および問題分析力を身につけている。 
３. 研究成果を国内外に発信する表現力と建設的な議論を行うことができるコミュニケーション能力を身

につけている。 
４. 高度な専門的職業人あるいは独創性のある研究者として社会に貢献することを目指して、主体的に学び

続け、自己を確立し、自らのキャリアを構築する能力を身につけている。 

【人間科学研究科人間社会科学専攻 博士前期課程】 
１. 自らの専攻分野に関する方法論と専門知識を身につけ、さらに学際的視点からの研究を可能にするため、

他分野の方法論と専門知識を一定程度身につけている。 
２. 人間科学や社会科学の専門知識を自立的に運用するための調査研究能力および問題分析力を身につけて

いる。 
３. 研究成果を国内外に発信する表現力と建設的な議論を行うことができるコミュニケーション能力を身に

つけている。 
４. 高度な専門的職業人あるいは独創性のある研究者として社会に貢献することを目指して、主体的に学び

続け、自己を確立し、自らのキャリアを構築する能力を身につけている。   

【理学研究科数理科学専攻 博士前期課程】 
１. 自らの専攻分野に関する方法論と専門知識を身につけ、さらに学際的視点からの研究を可能にするため、

他分野の方法論と専門知識を一定程度身につけている。 
２. 数理科学の専門知識を自立的に運用するための能力および問題分析力を身につけている。 
３. 研究成果を国内外に発信する表現力と建設的な議論を行うことができるコミュニケーション能力を身に

つけている。 
４. 高度な専門的職業人あるいは独創性のある研究者として社会に貢献することを目指して、主体的に学び

続け、自己を確立し、自らのキャリアを構築する能力を身につけている。 
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カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

東京女子大学大学院はディプロマ・ポリシーに掲げる能力を身につけた「教養を備えた高度な専門的職業 
人」を育成するために、以下の方針に基づく教育を行います。 

【人間科学研究科 博士前期課程】 
＜教育課程の編成＞ 
１. 広い学問的視野と柔軟な学問的姿勢を獲得し、各研究分野に共通する研究能力を育成するために、専 

攻共通科目を編成する。 
２. 各分野の研究方法に習熟し、専門性を深化させるために、研究分野科目（コースワーク）を編成する。 
３. 科目の体系性および順次性を確保するために、研究分野科目に基礎科目と専門科目を設置する。 
４. 専門的研究能力を向上させ、学位論文作成を可能にするために、専攻共通の専門科目として「論文指  

導演習」（リサーチワーク）を設置する。 
５. 深い教養を備えるとともに、学際的な研究を可能にするために、他専攻の科目を履修することができ 

るカリキュラムを編成する。 
＜教育内容・方法＞ 
６. 学生が自主的・主体的な研究能力を身につけるために、参加型の少人数の演習形式の授業、事前に与 

えられた課題に取り組むことを前提とした反転授業を実施する。 
７. 柔軟で開かれた知見を獲得させるために、副指導教員制を設定する。 
８. 適切な指導を行うために教育成果の段階的測定、それに基づく客観的評価を行う。 
９. 学位論文指導を計画に沿って実施するために、学生と教員および教員間で論文作成および論文指導に 

関する計画を共有する。 
＜学修成果の評価＞ 

１０. 博士前期課程の集大成としての修士論文を必修とし、ディプロマ・ポリシーで掲げた能力を身につけ 
ることができたか評価するために、複数の評価者による論文審査および最終試験を実施する。 

【理学研究科 博士前期課程】 
＜教育課程の編成＞ 
１. 科目の体系性および順次性を確保するために、専門科目（コースワーク）に講義と講究を設置する。 
２. 専門的研究能力を向上させ、学位論文作成を可能にするために、「論文指導演習」（リサーチワーク） 

を設置する。 
３. コースワークに関しては、数理科学のさまざまな問題に柔軟に対応できるような思考力と分析力を育 

成し、数理科学に対する広い視野を身につけさせるため、「理論数理学」と「応用数理学」の２研究 
分野に編成する。専門的な方法論と知識を体系的に学ばせるため、それぞれの研究分野を３つの小領 
域に分けて授業科目を設置する。 

４. リサーチワークに関しては、自発的な学修を促し、独自の課題発見能力と問題解決能力を養成する。 
＜教育内容・方法＞ 

５. 研究に対する視野を広げ、数理科学のさまざまな問題についての理解を深めさせるために、専門科目 
の講義においては理論と応用の交流を強調する。 

６. それぞれにおける基本的知識・方法を体系的かつ効果的に修得させると同時に、問題への異なるアプ 
ローチに触れさせるために、複数小領域の学修を促す。 

７. ２年間の数理学講究において、専門領域に対する研究を深め発表能力を高めるために、学生と意見を 
交換しつつ首尾一貫した指導を行う。 

８. 広い視野と豊かな見識を養うために、一人の学生に対して指導教員と副指導教員をおく。 
９. 適切な研究指導を行うために、複数の指導教員により、教育成果の段階的かつ客観的測定を行う。 

１０. 学位論文指導を計画に沿って実施するために、学生と教員および教員間で論文作成および論文指導に 
関する計画を共有する。 

＜学修成果の評価＞ 
１１. 博士前期課程の集大成としての修士論文を必修とし、ディプロマ・ポリシーで掲げた能力を身につけ 

ることができたか評価するために、博士前期課程担当教員全員による論文審査および最終試験を実施する。 
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アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 

東京女子大学大学院は、建学の精神であるキリスト教の精神に基づく学問研究および教育の機関として、
人間科学研究科と理学研究科を設置しています。入学までに修得した学術教養に基づき、専門分野の研究
を深め、かつ、人類の文化と社会に貢献しうるにたる人格と教養を備えた高度な専門的職業人の育成を目
的としています。 
本大学院は、上記の建学の精神および教育目的に共感し、専門分野の基礎的知識と積極的なコミュニケー
ション能力を備え、研究と問題分析を主体的に行う高い意欲を持つ学生を広く求めます。 
入学選考は、筆答試験・口述試験および研究計画書・学位論文等出願書類の総合判定により行います。本
大学院が定めるディプロマ・ポリシーに掲げる能力を身につけることができる学力・適性や意欲を多角的
に評価し判定します。 

【人間科学研究科人間文化科学専攻 博士前期課程】 
本専攻の特色は、人間の営みと知の所産であるさまざまな文化の諸相を解明する点にあります。人文科学
の諸分野に関する資料読解力と問題分析力を備えた研究者および専門的職業人の育成を目指しています。
人文科学の基本的な方法論と知識を身につけ、本専攻の目的を理解したうえで、以下のような意欲を持つ
人を求めます。 

１. 学部で学修した人文科学の諸分野に強い興味を持ち、さらに専門的に深く学びたい人 
２. 宗教・国語・外国語（英語）・社会・地理歴史・公民の中学校・高等学校教諭専修免許状を取得し、 

高い専門性を持った教員となることを志望する人  
３. 人文科学の諸分野の研究を通じて、社会に貢献したいという熱意のある人 

【人間科学研究科人間社会科学専攻 博士前期課程】 
本専攻の特色は、現代社会の人間が直面しているさまざまな問題に対して、人間科学や社会科学の知識・
方法論を用いて研究する点にあります。事実に基づき科学的に解決策を提案し、研究成果を国内外に発信
する研究者および本専攻で獲得した知識や方法を用いて社会に貢献する専門的職業人の育成を目指してい
ます。研究対象とする分野について基礎的な知識を身につけ、本専攻の目的を理解したうえで、以下のよ
うな意欲を持つ人を求めます。 

１. 主体的に学び、自らの専攻分野の専門知識と方法論を深めようとする人 
２. 学際的な視点を獲得するために、周辺領域に対しても知的関心を持つ人 
３. 人間科学や社会科学の専門性を活かして国内外で活動し、社会に貢献したいという熱意のある人 

【理学研究科数理科学専攻 博士前期課程】 
数理科学とは、さまざまな現象に秘められた数理的な構造の発見と分析を通じて、その現象の本質を解明
する学問です。本専攻の特色は、数理科学において、分析に必要な「専門性」と同時に、発見に必要な「幅
広い視野」を重視する点にあります。専門性と幅広い視野を持ち、数理科学的諸問題に対して柔軟に対応
できる論理的思考力と分析力を備えた研究者および専門的職業人の育成を目指しています。数理科学分野
の基礎としての数学に関する基本的な知識を身につけ、本専攻の目的を理解したうえで、以下のような意
欲を持つ人を求めます。 

１. 学部で学修した数学や数理科学諸分野に強い興味を持ち、さらに専門的に深く学びたい人 
２. 数学の中学校・高等学校教諭専修免許状を取得し、高い専門性を持った教員となることを志望する人 
３. 数学や数理科学を通じて、社会に貢献したいという熱意のある人 
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Ⅰ. 一般入学試験 

１．募集人員 

研究科 専攻 研究分野 研究細目 
募集 

人員 

人間科学 
研究科 

人間文化科学 
専攻 

哲学・思想文化分野 哲学、 倫理学・社会哲学、 美学・芸術学 3 名 

日本文学文化分野 日本語史、 日本古典文学文化、 
日本近現代文学文化 

6 名 

英語文学文化分野 英語学、 英米文学 6 名 

歴史文化分野 日本、 東アジア、 ヨーロッパ 4 名 

現代日本語・日本語教育分野 日本語教育学 3 名 

人間社会科学 
専攻 

臨床心理学分野 臨床心理学 7 名 

心理・コミュニケーション 

科学分野 
心理科学、 コミュニケーション科学 5 名 

グローバル共生社会分野 グローバル社会、 地域共生・平和共生、 
共生経済、 共生社会、 グローバルジェンダー 

8 名 

理学研究科 数理科学専攻 
- 

代数学、 幾何学、 解析学、 確率統計、 

理論物理学、 理論化学、 情報科学、応用数学 
6 名 

注 1）募集人員には学内推薦、社会人対象入学試験（人間科学研究科のみ）、外国人留学生入学試験および上海
外国語大学日本文化経済学院とのダブル・ディグリー・プログラムによる者各若干名を含みます。 

2）入学後、研究分野の変更はできません。 
２．標準修業年限  2 年 

３．出願資格 

次のいずれかに該当する女子とする。 
(1) 大学を卒業した者および 2027 年 3 月 31 日までに卒業見込みの者 
(2) 大学改革支援・学位授与機構より学士の学位を取得した者 
(3) 外国において学校教育における 16 年の課程を修了した者および 2027 年 3 月 31 日までに修了見込み

の者 
(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本国内において履修することにより当該外国の学校

教育における 16 年の課程を修了した者および 2027 年 3 月 31 日までに修了見込みの者 
(5) 日本国内において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了

したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育
施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者および 2027 年 3 月 31 日ま
でに修了見込みの者 

(6) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は
関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に
指定するものに限る。）において、修業年限が 3 年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が
行う通信教育における授業科目を日本国内において履修することにより当該課程を修了することおよ
び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおい
て課程を修了することを含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者および 2027 年 3
月 31 日までに授与される見込みの者 

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすも
のに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者および
2027 年 3 月 31 日までに修了見込みの者 

(8) 文部科学大臣の指定した者 
(9) 本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、2027 年 3 月 31 日までに 22 歳に達する者 
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＜受験および修学上の合理的配慮について＞ 

障がいや疾病等により、何らかの合理的配慮を希望する者は、出願期間開始の 1 か月前までに
入学課大学院入試係へお問い合わせください。 
また、出願後に不慮の事故等により、同様に合理的配慮を希望する場合にも、直ちに入学課大
学院入試係へ申し出てください。 
入学後の修学に関する支援（合理的配慮）については、入学手続完了後、学生生活課に所定の
支援申請手続が必要です。申請手続後に支援内容について改めて検討します。 
https://www.twcu.ac.jp/main/campuslife/support/special-needs.html 

４．出願条件 

日本語を母語としない者で、日本以外の国の大学を卒業または卒業見込の者は、独立行政法人
日本学生支援機構が実施する日本留学試験（2025 年 11 月〜2026 年 6 月実施分）の日本語を
受験し「読解」「聴解・聴読解」「記述」の合計 300 点以上を取得していること注 1。 
あるいは公益財団法人日本国際教育支援協会と独立行政法人国際交流基金が主催する日本語
能力試験（N1）を過去に（一般入試（9 月期）：2025 年 12 月実施まで、一般入試（1 月期）：
2026 年 7 月実施まで）受験し合格していること。 

注 1.  複数回受験した場合は、成績の利用を希望する受験回（1 回分）を選択すること。 
 

【日本留学試験】 https://www.jasso.go.jp/ryugaku/eju/ 
問合せ先 日本留学試験受付センター       

Tel 0570-55-0585 （一部携帯電話、IP 電話及び海外からの電話は、045-620-7243 ） 
※平日：9 時 00 分-17 時 30 分(JST）(12 月 30 日から 1 月 4 日を除く)  

 
【日本語能力試験】 https://www.jlpt.jp/ 

問合せ先 公益財団法人日本国際教育支援協会 日本語能力試験（日本国内）受付センター 
Tel 03-6686-2974 

 

５．出願資格審査 

出願資格（8）（9）で出願を希望する場合は、出願前に出願資格審査を行います。提出書類について
は入学課大学院入試係へ事前にお問い合わせください。出願資格審査で認定された者のみ、出願でき
ます。 

［出願資格審査受付期間］ 
 ９月期 2026 年 6 月 26 日（金）〜 7 月 2 日（木）必着 

出願資格審査の結果は、7 月中旬頃に本人宛に通知します。 
 

１月期 2026 年 10 月 2 日（金）〜10 月 8 日（木）必着 
出願資格審査の結果は、11 月上旬頃に本人宛に通知します。 

 
封筒に「大学院博士前期課程 出願資格審査書類在中」と明記の上、東京女子大学入学課 
大学院入試係宛に速達・簡易書留で郵送してください。本学窓口では受け付けません。 
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６．入学試験日程 

9 月期 

研
究
科 

専
攻 募集する研究分野 出願期間 

試験日 
合格者 
発表日 

入学手続 
筆答 
試験 

口述 
試験 

入学申込金 
納入期限 

入学金以外
の納入金 
納入期限 

人
間
科
学
研
究
科 

人
間
文
化
科
学
専
攻 

哲学・思想文化分野 

2026 年 
7/29(水)〜8/3(月) 
締切日必着 

日本国外から郵送する 
場合も 8/3(月)必着 

2026 年 
9/9(水) 

2026 年 
9/18(金) 

13 時 

2026 年 
9/25(金) 

2027 年 
2/19(金) 

人
間
社
会
科
学
専
攻 

臨床心理学分野 一次 
9/9(水) 

二次 
9/10(木) 

心理・コミュニケーション 
科学分野注 1 
グローバル共生社会分野 

9/9(水) 理
学
研
究
科 

数
理
科
学
専
攻 

- 

試験は本学キャンパスで実施します。 

1 月期 

研
究
科 

専
攻 募集する研究分野 出願期間 

試験日 
合格者 
発表日 

入学手続 
筆答 
試験 

口述 
試験 

入学申込金 
納入期限 

入学金以外
の納入金 
納入期限 

人
間
科
学
研
究
科 

人
間
文
化
科
学
専
攻 

哲学・思想文化分野 
現代日本語・日本語教育 
分野 

2026 年 
11/9(月)〜11/13(金) 
締切日必着 

日本国外から郵送する 
場合も 11/13(金)必着 

2027 年 
1/20(水) 

2027 年 
1/29(金) 

10 時 

2027 年 
2/5(金) 

2027 年 
2/19(金) 

日本文学文化分野 
英語文学文化分野 
歴史文化分野 

 1/20(水) 
人
間
社
会
科
学
専
攻 

心理・コミュニケーション 
科学分野注 1 

グローバル共生社会分野 

1/20(水) 理
学
研
究
科 

数
理
科
学
専
攻 

- 

試験は本学キャンパスで実施します。 
注 1：心理・コミュニケーション科学分野に出願する方は、入学後のミスマッチを防ぐために、出願までに

入学課を通じて希望する指導教員に連絡を取り、ご自身が考えている研究内容などを十分に相談してく
ださい（必須）。相談には教員との日程調整が必要なため、出願までに余裕をもって入学課大学院入試
係に連絡してください。 
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７．選考方法・試験科目・時間割 

（1）9 月期 

人間科学研究科 人間文化科学専攻（哲学・思想文化分野） 
選考は、筆答試験（専門科目・外国語）・口述試験・出願書類の総合判定により行います。 

試 験 日 2026 年 9 月 9 日（水） 

試験科目 
筆答試験 

口述試験 
専門科目 外国語 

試験時間 9：00〜11：00 11：30〜12：30 13：30〜 

哲学・思想文化分野 哲学一般共通問題および選択問題 

英語・ドイツ語・フランス語の 
うちから 1 言語を選択 

辞書 1 冊使用可 
（電子辞書は使用不可） 

特記事項なし 

人間科学研究科 人間社会科学専攻（臨床心理学分野） 
選考は、第一次試験（筆答試験：専門科目・外国語）、第二次試験（口述試験）および出願書類の      
総合判定により行います。第二次試験は第一次試験に合格した者のみ受けることができます。 

試 験 日 2026 年 9 月 9 日（水）第一次試験 9 月 10 日（木） 
第二次試験 

試験科目 
筆答試験 

口述試験 
専門科目 外国語 

試験時間 9：00〜11：00 11：30〜12：30 9：30〜 

臨床心理学分野 特記事項なし 
英 語 

辞書 1 冊使用可 
（電子辞書は使用不可） 

特記事項なし 

第一次試験の選考結果は、2026 年 9 月 9 日（水）20 時までに本学公式サイトに掲載します。 
第一次試験結果発表ページ https://www.twcu.ac.jp/admission/ 
最終合格者は第二次試験受験者の中から第一次試験、第二次試験の結果および出願書類を総合して 
判定します。 

人間科学研究科 人間社会科学専攻（心理・コミュニケーション科学分野、グローバル共生社会分野） 
選考は、筆答試験（専門科目・外国語）・口述試験・出願書類の総合判定により行います。 

試 験 日 2026 年 9 月 9 日（水） 

試験科目 
筆答試験 

口述試験 
専門科目 外国語 

試験時間 9：00〜11：00 11：30〜12：30 

 

13：30〜 

心理・コミュニケ
ーション科学分野 特記事項なし 

英 語 
辞書 1 冊使用可 

（電子辞書は使用不可） 
特記事項なし 

グローバル 
共生社会分野 

9：00〜11：00 11：30〜12：30 13：30〜14：30 15：00〜 

設問の中から 2 問
を選択して解答す
るが、そのうち少な
くとも 1 問は、進学
後、研究を計画して
いる研究細目の問
題を必ず選ぶこと 

英 語 Ⅰ 
辞書 1 冊使用可 

（電子辞書は使用不可） 

英語Ⅱ・ドイツ語・フラ
ンス語・スペイン語・中
国語・韓国語のうちから
1 言語を選択 
（上記のいずれかの言
語を母語とする受験者
は、他の言語または日本
語を選択すること） 

辞書 1 冊使用可 
（電子辞書は使用不可） 

特記事項なし 
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理学研究科 数理科学専攻 
選考は、筆答試験（専門科目）・口述試験・出願書類の総合判定により行います。 

 

 

 

（2）1 月期 

人間科学研究科 人間文化科学専攻（哲学・思想文化分野、現代日本語・日本語教育分野） 
選考は、筆答試験（専門科目・外国語）・口述試験・出願書類の総合判定により行います。 

試 験 日 2027 年 1 月 20 日（水） 

試験科目 筆答試験 口述試験 
専門科目 外国語 

試験時間 9：00〜11：00 11：30〜12：30 13：30〜 

哲学・思想文化 
分野 

哲学一般共通問題および選択問題 

英語・ドイツ語・フランス
語のうちから 1 言語を選択 

辞書 1 冊使用可 
（電子辞書は使用不可） 

特記事項なし 

現代日本語・ 
日本語教育分野 設問の中から 2 問を選択して解答する 

英 語 
辞書 1 冊使用可 

（電子辞書は使用不可） 
特記事項なし 

 

  

試 験 日 2026 年 9 月 9 日（水） 

試験科目 
筆答試験 

口述試験 
専門科目 

試験時間 9：00〜11：00 13：30〜 

数理科学専攻 
筆答試験の第 4 問は、進学後、研究を計画している研究細
目の問題を必ず選ぶこと 特記事項なし 
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人間科学研究科 人間文化科学専攻（日本文学文化分野、英語文学文化分野、歴史文化分野） 
選考は、口述試験、研究計画書・卒業論文等の総合判定により行います。 

 
出願書類 口述試験 

研究計画書 卒業論文 2027 年 1 月 20 日（水） 
9:00〜 

日本文学文化 
分野 

以下の観点について審査する 
1. 研究課題について、着想に

至った経緯、着眼点、先行
研究等の点から見た適切
性 

2. 研究計画の具体性、適切性 

以下の観点について審査する 
1. 先行研究の扱いと問題設定の

適切性 
2. 形式と分量（章立て、引用、

分量）の適切性 
3. データ、情報（資料等）の扱

いの適切性 
4. 論理展開と結論の導き方の適

切性 
5. 文章表現の適切性 

1 人あたり 40 分程度 
以下の観点について審査する 
1. 専門分野に関する知識および

英語に関する知識、運用能力 
2. 学会発表や論文執筆に対する

意欲 
3. 大学院進学の目的、研究計画

の具体性、適切性 

英語文学文化 
分野 

以下の観点について審査する 
1. これまでの研究、研究の動

機 
2. 研究計画と本大学院本分

野が提供する教育との整
合性 

以下の観点について審査する 
1. 先行研究の把握 
2. 論文としての構成および形式

（章立て、引用の仕方）  
3. 内容（問題設定、論理展開、

結論） 
4. 英語（文法、語彙、文章構成） 

1 人あたり 60 分程度 
日本語と英語で行う 
以下の観点について審査する 
1. 専門分野および関連分野の基

礎知識 
2. 英語力 
3. 大学院進学の目的、研究計画 

歴史文化分野 

以下の観点について審査する 
1. 研究課題について、着想に

至った経緯、着眼点、先行
研究等の点から見た適切
性 

2. 研究計画の具体性、適切性 

以下の観点について審査する 
1. 先行研究の扱いと問題設定の

適切性 
2. 形式と分量（章立て、引用、

分量）の適切性 
3. データ、情報（資料等）の扱

いの適切性 
4. 論理展開と結論の導き方の適

切性 
5. 文章表現の適切性 

1 人あたり 60 分程度 
以下の観点について審査する 
1. 専門分野に関する知識およ

び英語に関する知識、運用能
力 

2. 学会発表や論文執筆に対す
る意欲 

3. 大学院進学の目的、研究計画
の具体性、適切性 

 
 
人間科学研究科 人間社会科学専攻（心理・コミュニケーション科学分野） 
選考は、口述試験、研究計画書・卒業論文等の総合判定により行います。 

 
出願書類 口述試験 

研究計画書 卒業論文 2027 年 1 月 20 日（水） 
9:00〜 

心理・コミュニ 
ケーション科学 
分野 

以下の観点について審査する 
1. 研究課題について、着想に

至った経緯、着眼点、先行
研究等の点から見た適切
性 

2. 研究計画の具体性、適切性 

以下の観点について審査する 
1. 先行研究の扱いと問題設定の

適切性 
2. 形式と分量（章立て、引用、

分量）の適切性 
3. データ、情報（資料等）の扱

いの適切性 
4. 論理展開と結論の導き方の適

切性 
5. 文章表現の適切性 

1 人あたり 40 分程度 
以下の観点について審査する 
1. 専門分野に関する知識およ

び英語に関する知識、運用能
力 

2. 学会発表や論文執筆に対する
意欲 

3. 大学院進学の目的、研究計画
の具体性、適切性 
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人間科学研究科 人間社会科学専攻（グローバル共生社会分野） 
選考は、筆答試験（専門科目・外国語）・口述試験・出願書類の総合判定により行います。 

試 験 日 2027 年 1 月 20 日（水） 

試験科目 
筆答試験 

口述試験 
専門科目 外国語 

試験時間 9：00〜11：00 11：30〜12：30 13：30〜14：30 15：00〜 

グローバル 
共生社会分野 

設問の中から 2 問を選択
して解答するが、そのう
ち少なくとも 1 問は、進
学後研究を計画している
研究細目の問題を必ず選
ぶこと。 

英 語 Ⅰ 
辞書 1 冊使用可 

（電子辞書は使用
不可） 

英語Ⅱ・ドイツ語・フランス語・
スペイン語・中国語・韓国語の
うちから 1 言語を選択 
（上記のいずれかの言語を母語
とする受験者は、他の言語また
は日本語を選択すること） 

辞書 1 冊使用可 
（電子辞書は使用不可） 

特記事項なし 

理学研究科 数理科学専攻 
選考は、筆答試験（専門科目）・口述試験・出願書類の総合判定により行います。 

 

 
 

８．出願方法 

出願書類の所定用紙は本学公式サイトの大学院入試情報からダウンロードしてください。 
https://www.twcu.ac.jp/main/admissions/grad-info/index.html 

所定用紙はすべて A4 サイズで印刷してください。ダウンロードができない場合は、入学課大学院
入試係にご連絡ください。 

出願書類を市販の角形 2 号封筒(240mm×332mm)に入れ、速達・簡易書留で東京女子大学入学課大
学院入試係に郵送してください。本学窓口では受け付けません。郵送の際は、必要事項を記入した出
願用封筒表紙（所定用紙）を印刷して貼付してください。 
日本国内からの郵送・日本国外からの郵送いずれの場合も、出願期間締切日必着です。 

＜出願上の注意＞ 
(1) 不備がある場合は受理しません。提出前に出願書類をよく確認してください。 
(2) 出願書類を受理後、出願書類の追加、変更および返却はできません。 
(3) 出願書類に虚偽の記載をした場合は、入学後でも入学を取り消すことがあります。 

  

試 験 日 2027 年 1 月 20 日（水） 

試験科目 
筆答試験 

口述試験 
専門科目 

試験時間 9：00〜11：00 13：30〜 

数理科学専攻 
筆答試験の第 4 問は、進学後研究を計画している研究細目の
問題を必ず選ぶこと。 特記事項なし 
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９．出願書類 
No.5〜No.7 の書類は日本語または英語で記入された書類を提出すること。それ以外の言語で記入されたもの
は、公的機関等の証明を受けた日本語または英語の訳文を添付してください。 
不測の事態により所属校の閉鎖等が発生し、出願時に出願書類の原本を提出することができない場合は、 
入学課大学院入試係まで問い合わせてください。 
以下の出願書類以外に必要に応じ他の書類の提出を求めることがあります。 
No 提出書類 該当者 摘 要 

1 入学試験志願票 全員 

所定用紙①  
学歴欄は出身大学等（卒業見込を含む）すべてを記入すること。 
職歴にアルバイトは含まない。 
E-mail・電話番号は事前連絡や試験日当日に連絡が取れるものを記入
すること。 

2 受験票・写真票 全員 

所定用紙②  
写真は無帽半身正面、縦 4cm×横 3cm、裏面に氏名を記入、出願前 3
か月以内に撮影したものを写真票に貼付すること。 
写真は、試験当日の本人確認や、入学後の身分証明書の写真として使
用します。表面にきずや汚れのない、鮮明な写りの写真を用意し、一
切加工を加えないこと（前髪や陰影が顔や目を隠している等、個人の
判断が困難なものは不可）。 

3 入学検定料収納証明書
貼付票 全員 

所定用紙②  
p.36〜37 に従って入学検定料の支払い完了後、「収納証明書」を貼付
欄に貼付すること。 

4 研究計画書 
人間科学研究科 
人間文化科学専攻 
人間社会科学専攻 

 

日本文学文化分野 所定用紙③-1（縦書き） 
2,000 字程度にまとめる。 
所定用紙に PC で作成した文書を貼り付ける場合は、剥がれない
ように糊付けをすること。 
参考文献は文字数に含めない。入学後の研究計画を具体的に書く
こと。 
英語文学文化分野 所定用紙③-2（横書き） 
2,000 字程度（A4 判、任意の様式）にまとめ、所定用紙を表紙と
して使用する。参考文献は文字数に含めない。 
以下の 3 点について記入すること。 
・大学院での研究課題 
・本研究の着想に至った経緯を、先行研究をふまえて述べてくだ 

さい。 
・入学後の研究計画を具体的に述べてください。 
臨床心理学分野 所定用紙③-2（横書き） 
1,600 字程度（引用・参考文献は文字数に含めない、A4 判 2 枚以
内、任意の様式）にまとめ、所定用紙を表紙として使用する。 
以下の項目を含めること。 
タイトル、問題（関連する先行研究）、研究目的（仮説があれば
仮説も）、研究の意義や独創性、研究方法（手続き、参加者、ア
プローチ（質的か量的か）、分析法など）、引用・参考文献（うち
最低ひとつは英語の論文であること） 
心理・コミュニケーション科学分野 
グローバル共生社会分野 所定用紙③-2（横書き） 

2,000 字程度（A4 判、任意の様式）にまとめ、所定用紙を表紙と
して使用する。参考文献は文字数に含めない。入学後の研究計画
を具体的に書くこと。 
上記以外の分野 所定用紙③-2（横書き） 
1,000 字以内（A4 判、任意の様式）にまとめ、所定用紙を表紙と
して使用する。参考文献は文字数に含めない。入学後の研究計画
を具体的に書くこと。 

5 卒業証明書または 
卒業見込証明書 (注 1) 全員 

3 か月以内に発行のもの。(注 3) 
卒業（見込）証明書と成績証明書が 1 枚で証明されているものでも可。 6 成績証明書   (注 2) 全員 
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No 提出書類 該当者 摘 要 

7 所見書 理学研究科 
数理科学専攻 

所定用紙④ 
学部在学中の指導教員、またはそれに準ずる方が記載し、厳封した 
もの（本学数理科学科卒業見込者は不要）。 

8 卒業論文に関する 
書類 人間科学研究科 研究分野、卒業論文の有無などにより提出物が異なる。 

全員 「卒業論文に関する書類」（p.13〜参照）の指示に従うこと。 

9 
在籍期間の証明書 
(本学入学・退学年月日
が明記) 

・本学短期大学部または本学学部を退学した者（他大学に編入学または学士入学した者を除く）  
・本学大学院修士課程・博士前期課程を退学した者 

10 

以下、①または②を提
出  
①日本留学試験の「成
績確認書」のコピー  
②日本語能力試験（N1）
の合格を示す「日本語
能力認定書」または「日
本語能力試験 認定結
果及び成績に関する証
明書」の原本 

日本語を母語としな 
い者で、日本以外の 
国の大学を卒業また 
は卒業見込の者 

①日本留学試験（2025 年 11 月〜2026 年 6 月実施分）の日本語を受験
し、「読解」「聴解・聴読解」「記述」の合計 300 点以上を取得し
ていること。A4 判の用紙にコピーすること。 
 

②日本語能力試験（N1）は、以下の試験を受験し合格していること。 
一般（9 月期）：2025 年 12 月実施まで 

2026 年 7 月実施の試験の成績は不可とします。 
一般（1 月期）：2026 年 7 月実施まで 

11 一般入試出願書類 
チェックリスト 全員 

一般（9 月期）：所定用紙⑦-1 
一般（1 月期）：所定用紙⑦-2 
提出する書類は、提出欄にすべてチェックすること。 

- 外国人留学生の 
追加提出書類 

日本以外の国籍を有
し、入学後在留資格
「留学」を有する予定
の者 

p.16「10.外国人留学生の追加提出書類」を参照すること。 

注 1） ①大学改革支援・学位授与機構に学位を申請して学位を取得した者は、出身校の修了証明書、学位授与 
証明書、および学位申請に係わる科目の成績証明書（修得した機関ごとに各 1 通）等の証明書を提出 
してください。 

②学士学位取得（見込）者で、証明書に学士学位取得に関する記載がない場合は、学士学位取得（見込） 
を証明する書類を別途提出してください。 

 2） 成績証明書は出身大学、出身学部にかかわらず次のものを提出してください。 
① 4 年制大学を複数卒業している場合は、すべての大学の成績証明書 
② 大学に編入学または学士入学している場合は、短期大学（または以前の大学）と大学の成績証明書 
③ 大学院を修了している場合は、学部と大学院の成績証明書 

 3） 改姓により証明書と姓が異なる場合は、氏名の変更が確認できる証明書として戸籍抄本（3 か月以内に 
発行されたもの、コピー不可）を提出してください。確認後返却します。 
 

 
（次ページに続く） 
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卒業論文に関する書類 
以下のものを提出してください。 
なお、卒業論文が日本語および英語以外の言語で書かれている場合は、原本の写しに日本語（2,000 字程度） 
または英語（500〜600words）の概要を添付すること。 
複数の大学で卒業論文を作成した場合、あるいは、既に他の大学院で修士論文を作成した場合は、今回の受験に
最も関係が深いと考える卒業論文（または修士論文）の写し等を提出のこと。 

9 月期 

 

  

研
究
科 

 専
攻 研究分野 提出書類 

人
間
科
学
研
究
科 

人
間
文
化
科
学
専
攻 

哲学・思想文化分野 

【既に卒業論文を提出している者】 
・卒業論文の写し 
 
【卒業論文の分野が異なる者・卒業論文を作成中の者・卒業論文を課されていない者】 
・卒業論文の代替となる論文（10,000 字以内、A4 判用紙） 

人
間
社
会
科
学
専
攻 

臨床心理学分野 

【既に卒業論文を提出している者】 
①卒業論文に関わる提出書類(2-1)（所定用紙⑤-1） 
②卒業論文に関わる提出書類(2-2)（所定用紙⑥-1） 
③卒業論文(最も近い分野のもの)の要旨（1,600 字程度、A4 判 2 枚以内・任意の様式、

参考文献は文字数に含めない） 
※②を表紙とし、まとめてホチキス止めをして提出すること 
※執筆者名（グループで書いている場合は他〇名と記載）、問題と目的、研究の意義、

方法、結果と考察、引用文献で構成すること（調査の結果が出ていない場合には、
途中経過を明示すること） 

 
【卒業論文の分野が異なる者・卒業論文を作成中の者・卒業論文を課されていない者】 
①卒業論文に関わる提出書類(2-1)（所定用紙⑤-1） 
②卒業論文に関わる提出書類(2-2)（所定用紙⑥-1） 
③卒業論文の要旨またはこれまでの研究活動に関する報告（1,600 字程度、A4 判 2 枚以内・

任意の様式、参考文献は文字数に含めない） 
※②を表紙とし、まとめてホチキス止めをして提出すること 
※執筆者名（グループで書いている場合は他〇名と記載）、問題と目的、研究の意義、

方法、結果と考察、引用文献で構成すること（調査の結果が出ていない場合には、
途中経過を明示すること） 

心理・コミュニケー
ション科学分野 

グローバル共生社会 
分野 

【既に卒業論文を提出している者】 
①卒業論文の写し 
②卒業論文に関わる提出書類(2-1)（所定用紙⑤-1） 
③卒業論文に関わる提出書類(2-2)（所定用紙⑥-1） 
④卒業論文の要旨（1,600 字程度、A4 判・任意の様式、参考文献は文字数に含めない） 

※③を表紙とし、まとめてホチキス止めをして提出すること 
 

【卒業論文の分野が異なる者・卒業論文を作成中の者・卒業論文を課されていない者】 
① 卒業論文に関わる提出書類(2-1)（所定用紙⑤-1） 
② 卒業論文に関わる提出書類(2-2)（所定用紙⑥-1） 
③ 卒業論文の要旨またはこれまでの研究活動に関する報告（1,600 字程度、A4 判・

任意の様式、参考文献は文字数に含めない） 
※②を表紙とし、まとめてホチキス止めをして提出すること 
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1 月期 

研
究
科 

専
攻 

研究分野 提出書類 

人
間
科
学
研
究
科 

人
間
文
化
科
学
専
攻 

哲学・思想文化分野 

【卒業論文を提出済または提出期限が 2026 年 12 月末日以前に定められており、 
卒業論文の分野が同じ者】 

・卒業論文の写し 
※在学中の大学の卒業論文提出期限が 2026 年 11 月 14 日〜12 月末日の場合は、2027 年 1

月 6 日（水）までに入学課大学院入試係に提出してください。卒業論文の写しは原則とし
て郵送にて提出してください。所定の期限までに提出できない場合、筆答試験・口述試験
を受ける資格を失います。ただし、この場合については入学検定料の返還は行いません。 

 
【卒業論文の分野が異なる者・卒業論文の提出期限が 2027 年 1 月以降に定められて 

いる者・卒業論文を課されていない者】 
・卒業論文の代替となる論文（20,000 字以内、A4 判用紙） 

日本文学文化分野 

【卒業論文を提出済または提出期限が 2026 年 12 月末日以前に定められており、
卒業論文の分野が同じ者】 

・卒業論文の写し 
※在学中の大学の卒業論文提出期限が 2026 年 11 月 14 日〜12 月末日の場合は、2027 年 1

月 6 日（水）までに入学課大学院入試係に提出してください。卒業論文の写しは原則とし
て郵送にて提出してください。所定の期限までに提出できない場合、筆答試験・口述試験
を受ける資格を失います。ただし、この場合については入学検定料の返還は行いません。 

 
【卒業論文の分野が異なる者・卒業論文の提出期限が 2027 年 1 月以降に定められて 

いる者・卒業論文を課されていない者】 
・卒業論文の代替となる論文（20,000 字程度、A4 判用紙） 

英語文学文化分野 

【卒業論文を提出済または提出期限が 2026 年 12 月末日以前に定められており、 
卒業論文の分野が同じ者】 

・卒業論文の写し 
※卒業論文が日本語で書かれている場合は 1,000〜1,200words 程度の英文要約をつけてください。 
※在学中の大学の卒業論文提出期限が 2026 年 11 月 14 日〜12 月末日の場合は、2027 年 1

月 6 日（水）までに入学課大学院入試係に提出してください。卒業論文の写しは原則とし
て郵送にて提出してください。所定の期限までに提出できない場合、筆答試験・口述試験
を受ける資格を失います。ただし、この場合については入学検定料の返還は行いません。 

 
【卒業論文の分野が異なる者・卒業論文の提出期限が 2027 年 1 月以降に定められて 

いる者・卒業論文を課されていない者】 
・卒業論文の代替となる英語論文（1,500〜3,000words、A4 判用紙） 

歴史文化分野 
 
現代日本語・ 
日本語教育分野 

【卒業論文を提出済または提出期限が 2026 年 12 月末日以前に定められており、 
卒業論文の分野が同じ者】 

・卒業論文の写し 
※在学中の大学の卒業論文提出期限が 2026 年 11 月 14 日〜12 月末日の場合は、2027 年 1

月 6 日（水）までに入学課大学院入試係に提出してください。卒業論文の写しは原則とし
て郵送にて提出してください。所定の期限までに提出できない場合、筆答試験（現代日本
語・日本語教育分野のみ）・口述試験を受ける資格を失います。ただし、この場合について
は入学検定料の返還は行いません。 

 
【卒業論文の分野が異なる者・卒業論文の提出期限が 2027 年 1 月以降に定められて 

いる者・卒業論文を課されていない者】 
・卒業論文の代替となる論文（10,000 字以内、A4 判用紙） 

 
（次ページに続く） 
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研
究
科 

専
攻 

研究分野 提出書類 

人
間
科
学
研
究
科 

人
間
社
会
科
学
専
攻 

心理・コミュニケー
ション科学分野 

【卒業論文を提出済または提出期限が 2026 年 12 月末日以前に定められており、
卒業論文の分野が同じ者】 

①卒業論文の写し 

※在学中の大学の卒業論文提出期限が 2026 年 11 月 14 日〜12 月末日の場合は、2027 年 1
月 6 日（水）までに入学課大学院入試係に提出してください。卒業論文の写しは原則とし
て郵送にて提出してください。所定の期限までに提出できない場合、口述試験を受ける資
格を失います。ただし、この場合については入学検定料の返還は行いません。 

②卒業論文に関わる提出書類(2-1)（所定用紙⑤-2） 
③卒業論文に関わる提出書類(2-2)（所定用紙⑥-2） 
④卒業論文の要旨（1,600 字程度、A4 判・任意の様式、参考文献は文字数に含めない） 

※③を表紙とし、まとめてホチキス止めをして提出すること 
 
【卒業論文の分野が異なる者・卒業論文の提出期限が 2027 年 1 月以降に定められて

いる者・卒業論文を課されていない者】 
・卒業論文の代替となる論文（10,000 字以内、A4 判用紙） 

グローバル共生社会
分野 

【卒業論文を提出済または提出期限が 2026 年 12 月末日以前に定められており、
卒業論文の分野が同じ者】 

①卒業論文の写し 
※在学中の大学の卒業論文提出期限が 2026 年 11 月 14 日〜12 月末日の場合は、2027 年 1

月 6 日（水）までに入学課大学院入試係に提出してください。卒業論文の写しは原則とし
て郵送にて提出してください。所定の期限までに提出できない場合、筆答試験・口述試験
を受ける資格を失います。ただし、この場合については入学検定料の返還は行いません。 

②卒業論文に関わる提出書類(2-1)（所定用紙⑤-2） 
③卒業論文に関わる提出書類(2-2)（所定用紙⑥-2） 
④卒業論文の要旨（1,600 字程度、A4 判・任意の様式、参考文献は文字数に含めない） 

※③を表紙とし、まとめてホチキス止めをして提出すること 
 
【卒業論文の分野が異なる者・卒業論文の提出期限が 2027 年 1 月以降に定められて

いる者・卒業論文を課されていない者】 
①卒業論文に関わる提出書類(2-1)（所定用紙⑤-2） 
②卒業論文に関わる提出書類(2-2)（所定用紙⑥-2） 
③卒業論文の要旨またはこれまでの研究活動に関する報告（1,600 字程度、A4 判・

任意の様式、参考文献は文字数に含めない） 
※②を表紙とし、まとめてホチキス止めをして提出すること 
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１０．外国人留学生の追加提出書類 
日本以外の国籍を有し、入学後在留資格「留学」を有する予定の者は、「9．出願書類」以外に、 
以下の書類を出願時に提出してください。「出願資格確認書」および「追加出願書類」は入学課大学
院入試係に請求してください。 

① 出願資格確認書（所定用紙） 
② パスポートのコピー（身分事項のページ） 
③ 日本国内に住居地を定めている者は在留カードのコピー（両面） 
④ 追加出願書類：【No.3】経費支弁計画書 

＊支弁者が複数の場合は用紙をコピーして人数分を提出すること 
⑤ ＜奨学金出願者のみ＞ 

・追加出願書類：【No.5】東京女子大学国際交流奨学金願書 
＊「【No.4】東京女子大学国際交流奨学金奨学生募集要項」および p.34 を参照 

⑥ ＜本学に代理申請を依頼する場合のみ＞ 
在留資格「留学」取得に必要な次の書類※ 

 ・在留資格認定証明書交付申請書 
・追加出願書類：【No.6】在留資格認定証明書代理申請願 
・追加出願書類：【No.7】経費支弁書 

 注意事項：出身国により追加の書類を求められるので事前に確認すること 
 参 照：法務省出入国在留管理庁、外務省ホームページ 

  ※日本に居住していない者が、本学への入学を目的として日本に入国するには、日本の法務省出入国
在留管理庁に在留資格「留学」の「在留資格認定証明書(Certificate of Eligibility、以下 COE)」の
交付申請を行う必要があります。COE の交付には 2 か月以上かかりますので、本学に代理申請を
願い出る者は、出願時に⑥の書類を提出してください。所定の入学手続後、代理申請を行います。
出願時に提出しなかった場合は、代理申請を行いません。 
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１１．入学検定料の納入 

入学検定料は 35,000 円です。 
９月期支払期間 2026 年 7 月 27 日（月）〜 8 月 3 日（月） 
１月期支払期間 2026 年 11 月 7 日（土）〜 11 月 13 日（金） 

（1）「入学検定料支払方法」(p.36〜37)の説明に従って納入してください。日本国外からの支払はクレ
ジットカードのみです。入学検定料の納入の際には、別途事務手数料が 484 円かかります。 

（2）支払最終日の Web からの申込は 23：30 までです（システムの関係で支払最終日の 23：30〜23：
59 まで Web からの申込サイトには「受付中」と表示されますが、23：30 以降の申込はできませ
ん）。余裕をもって支払いを行ってください。 

（3）住所、メールアドレスは志願票に記入したものを入力してください。 
受験票等の送付には、このデータを利用します。 
なお、入力した志望専攻・研究分野と志願票に記入した専攻・研究分野が異なる場合は、志願票
を優先します。 

（4）支払完了後、Web からの申込をしたサイトに申込内容確認画面から再度ログインし、「入学検定
料・選考料取扱明細書」を印刷し『収納証明書』部分を切り取り、入学検定料収納証明書貼付票
【所定用紙②】に貼付してください。 
※コンビニエンスストアおよび金融機関 ATM(Pay-easy)で支払った場合は、領収書（レシート）
の原本を入学検定料収納証明書貼付票【所定用紙②】に貼付してください。 

 
※ 納入された入学検定料は返還できません。但し、次の事由に該当し、申請が受理された場合は返

還します。事務手数料 484 円は返還対象外です。 
【返還対象事由】 

① 入学検定料を納入したが、出願書類を提出しなかった場合。 
② 入学検定料を納入し出願書類を提出したが、出願が受理されなかった場合。 
③ 入学検定料を誤って過剰に、または重複して納入した場合。 
上記の事由に該当する場合は、以下の提出書類を所定の期日までに入学課大学院入試係宛に簡易書 
留で郵送してください。返還が認められた場合は、指定された口座に振込手数料を差し引いて返還 
します。なお、返還までには相応の期間を要しますので、ご承知おきください。 

提出書類 提出期限 備考 
①入学検定料返還願 2027 年 2 月 28 日(日)  

（期限日の消印有効） 
本学公式サイトよりダウンロード 

②入学検定料収納証明書  
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Ⅱ. 社会人対象入学試験＜人間科学研究科＞ 
本制度は社会人として社会経験を経た人に大学院の門戸をより積極的に開くことを目的とし、 
従来の一般入試とは別に社会経験を考慮した選考による入試制度です。 
但し、入学後は一般学生と同じ資格の学生となり、カリキュラム、時間割において、昼夜開講等の 
特別な配慮は行われません。 

１．募集人員 

研究科 専攻 研究分野 研究細目 募集人員 

人間科学 
研究科 

人間文化

科学専攻 

哲学・思想文化分野 哲学、 倫理学・社会哲学、 美学・芸術学 若干名 

日本文学文化分野 日本語史、 日本古典文学文化、 
日本近現代文学文化 

若干名 

英語文学文化分野 英語学、 英米文学 若干名 
歴史文化分野 日本、 東アジア、 ヨーロッパ 若干名 
現代日本語・日本語教育分野 日本語教育学 若干名 

人間社会

科学専攻 

臨床心理学分野 臨床心理学 若干名 
心理・コミュニケーション 

科学分野 
心理科学、 コミュニケーション科学 若干名 

グローバル共生社会分野 グローバル社会、 地域共生・平和共生、 
共生経済、 共生社会、 グローバルジェンダー 

若干名 

注）入学後、研究分野の変更はできません。 

２．標準修業年限 2 年 

３．出願資格 

次のいずれかに該当する女子で、かつその資格を取得後に出願を希望する専攻・分野の要件を 
大学院入学までに満たす者。 
(1) 大学を卒業した者 
(2) 大学改革支援・学位授与機構より学士の学位を取得した者 
(3) 外国において学校教育における 16 年の課程を修了した者 
(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を日本国内において履修することにより当該外国の学校

教育における 16 年の課程を修了した者 
(5) 日本国内において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了

したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育
施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者 

(6) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は
関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に
指定するものに限る。）において、修業年限が 3 年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が
行う通信教育における授業科目を日本国内において履修することにより当該課程を修了することおよ
び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおい
て課程を修了することを含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者 

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすも
のに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

(8) 文部科学大臣の指定した者 
(9) 本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、2027 年 3 月 31 日までに 22 歳に達する者 
（専攻・分野の要件は次ページに続く） 
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＜専攻・分野の要件＞ 
◎人間文化科学専攻 全分野 

入学時に社会人として 3 年以上の社会経験を有する者 

◎人間社会科学専攻 
臨床心理学分野 入学時に臨床心理学分野に関わる教育・研究の職業 

もしくはそれに準じる分野の職業に 2 年以上従事した者 
心理・コミュニケーション科学分野 入学時に社会人として 3 年以上の社会経験を有する者 
グローバル共生社会分野 入学時に社会人として 2 年以上の社会経験を有する者 

 
 

＜受験および修学上の合理的配慮について＞ 
障がいや疾病等により、何らかの合理的配慮を希望する者は、出願期間開始の 1 か月前までに入学
課大学院入試係へ問い合わせてください。 
また、出願後に不慮の事故等により、同様に合理的配慮を希望する場合にも、直ちに入学課大学院
入試係へ申し出てください。 
入学後の修学に関する支援（合理的配慮）については、入学手続完了後、学生生活課に所定の支援
申請手続が必要です。申請手続後に支援内容について改めて検討します。 
https://www.twcu.ac.jp/main/campuslife/support/special-needs.html 

４．出願条件 

特 日本語を母語としない者で、日本以外の国の大学を卒業した者は、独立行政法人日本学生支援機構
が実施する日本留学試験（2025 年 11 月〜2026 年 6 月実施分）の日本語を受験し「読解」「聴解・
聴読解」「記述」の合計 300 点以上を取得していること注 1。あるいは公益財団法人日本国際教育支
援協会と独立行政法人国際交流基金が主催する日本語能力試験（N1）を過去に（2026 年 7 月実施
まで）受験し合格していること。 

 
注 1. 複数回受験した場合は、成績の利用を希望する受験回（1 回分）を選択すること。 

 
【日本留学試験】 https://www.jasso.go.jp/ryugaku/eju/ 

問合せ先 日本留学試験受付センター 
    Tel 0570-55-0585 （一部携帯電話、IP 電話及び海外からの電話は、045-620-7243 ） 

※平日：9 時 00 分-17 時 30 分(JST）(12 月 30 日から 1 月 4 日を除く)              
 
【日本語能力試験】 https://www.jlpt.jp/ 

問合せ先 公益財団法人日本国際教育支援協会 日本語能力試験（日本国内）受付センター 
Tel 03-6686-2974 

 
 
 

 
 
 
 

  



20 
 

５．出願資格審査 

社会人対象入学試験の出願希望者に対し、下記の期間に出願資格審査を行います。入学課大学院
入試係に事前に問い合わせの上、以下の書類を所定の期日までに郵送してください。 
出願資格審査で認定された者のみ、社会人対象入学試験に出願できます。 
 
(1) 提出書類 

出願資格(1)〜(8)で出願を希望する者： 
①「3.出願資格」を証明する証明書(卒業証明書等) 

改姓により証明書と姓が異なる場合は、氏名の変更が確認できる証明書として戸籍抄本（3 か月
以内に発行されたもの、コピー不可）を提出してください。確認後返却します。 

② 社会人対象入学試験出願資格審査申請書(所定用紙） 
③ 出願資格審査用紙(臨床心理学分野用／臨床心理学分野以外用)（所定用紙） 
注) ②③の所定用紙は本学公式サイトからダウンロードしてください。
https://www.twcu.ac.jp/main/admissions/grad-info/index.html 
※必要に応じて上記以外の書類の提出を求める場合があります。 

出願資格(9)で出願を希望する者： 
入学課大学院入試係に必要書類についてお問い合わせください。 
 

(2) 出願資格審査受付期間 2026 年 10 月 2 日（金）〜10 月 8 日（木）必着 
封筒に「大学院博士前期課程 出願資格審査書類在中」と明記の上、東京女子大学入学課大学院
入試係宛に速達・簡易書留で郵送してください。本学窓口では受け付けません。 

(3) 出願資格審査の結果は、11 月上旬頃に本人宛に通知します。 

６．入学試験日程 

試験は本学キャンパスで実施します。 
注 1：心理・コミュニケーション科学分野に出願する方は、入学後のミスマッチを防ぐために、出願までに

入学課を通じて希望する指導教員に連絡を取り、ご自身が考えている研究内容などを十分に相談して
ください（必須）。相談には教員との日程調整が必要なため、出願までに余裕をもって入学課大学院
入試係に連絡してください。 

 

 

研
究
科 

専
攻 募集する研究分野 出願期間 

試験日 
合格者 
発表日 

入学手続 

筆答 
試験 

口述 
試験 

入学申込金
納入期限 

入学金以外
の納入金 
納入期限 

人
間
科
学
研
究
科 

人
間
文
化
科
学
専
攻 

哲学・思想文化分野 
現代日本語・日本語教育 
分野 

2026 年 
11/9(月)〜11/13(金) 
締切日必着 

日本国外から郵送する 
場合も 11/13(金)必着 

2027 年  
1/20(水) 

2027 年 
1/29(金) 

10 時 

2027 年 
2/5(金) 

2027 年 
2/19(金) 

日本文学文化分野 
英語文学文化分野 
歴史文化分野 

 1/20(水) 

人
間
社
会
科
学
専
攻 

臨床心理学分野 一次 
1/20(水) 

二次 
1/21(木) 

心理・コミュニケーション
科学分野注 1  1/20(水) 

グローバル共生社会分野 1/20(水) 
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７．選考方法・試験科目・時間割 

人間科学研究科 人間文化科学専攻（哲学・思想文化分野、現代日本語・日本語教育分野） 
選考は、筆答試験（専門科目・外国語）・口述試験・出願書類の総合判定により行います。 

試 験 日 2027 年 1 月 20 日（水） 

試験科目 筆答試験 口述試験 
専門科目 外国語 

試験時間 9：00〜11：00 11：30〜12：30 13：30〜 

哲学・思想文化 
分野 

哲学一般共通問題および選択問題 
英語・ドイツ語・フランス
語のうちから 1 言語を選択 

辞書 1 冊使用可 
（電子辞書は使用不可） 

特記事項なし 

現代日本語・ 
日本語教育分野 設問の中から 2 問を選択して解答する。 

英 語 
辞書 1 冊使用可 

（電子辞書は使用不可） 
特記事項なし 

人間科学研究科 人間文化科学専攻（日本文学文化分野、英語文学文化分野、歴史文化分野） 
選考は、口述試験、研究計画書・卒業論文等の総合判定により行います。 

 
出願書類 口述試験 

研究計画書 卒業論文 2027 年 1 月 20 日（水） 
9：00〜 

日本文学文化
分野 

以下の観点について審査する 
1. 研究課題について、着想に 

至った経緯、着眼点、先行研
究等の点から見た適切性 

2. 研究計画の具体性、適切性 

以下の観点について審査する 
1. 先行研究の扱いと問題設定の 

適切性 
2. 形式と分量（章立て、引用、 

分量）の適切性 
3. データ、情報（資料等）の扱 

いの適切性 
4. 論理展開と結論の導き方の適 

切性 
5. 文章表現の適切性 

1 人あたり 40 分程度 
以下の観点について審査する 
1. 専門分野に関する知識および 

英語に関する知識、運用能力 
2. 学会発表や論文執筆に対する 

意欲 
3. 大学院進学の目的、研究計画の 

具体性、適切性 

英語文学文化 
分野 

以下の観点について審査する 
1. これまでの研究、研究の動機 
2. 研究計画と本大学院本分野 

が提供する教育との整合性 

以下の観点について審査する 
1. 先行研究の把握 
2. 論文としての構成および形式 

（章立て、引用の仕方）  
3. 内容（問題設定、論理展開、 

結論） 
4. 英語（文法、語彙、文章構成） 

1 人あたり 60 分程度 
日本語と英語で行う 
以下の観点について審査する 
1. 専門分野および関連分野の基 

礎知識 
2. 英語力 
3. 大学院進学の目的、研究計画 

歴史文化分野 

以下の観点について審査する 
1. 研究課題について、着想に至

った経緯、着眼点、先行研究
等の点から見た適切性 

2. 研究計画の具体性、適切性 
 

以下の観点について審査する 
1. 先行研究の扱いと問題設定

の適切性 
2. 形式と分量（章立て、引用、

分量）の適切性 
3. データ、情報（資料等）の扱

いの適切性 
4. 論理展開と結論の導き方の

適切性 
5. 文章表現の適切性 

1 人あたり 60 分程度 
以下の観点について審査する 
1. 専門分野に関する知識およ

び英語に関する知識、運用能
力 

2. 学会発表や論文執筆に対す
る意欲 

3. 大学院進学の目的、研究計画
の具体性、適切性 
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人間科学研究科 人間社会科学専攻（臨床心理学分野） 
選考は、第一次試験（筆答試験：専門科目・外国語）、第二次試験（口述試験）および出願書類の
総合判定により行います。第二次試験は第一次試験に合格した者のみ受けることができます。 

試 験 日 2027 年 1 月 20 日（水）第一次試験  1 月 21 日（木） 
第二次試験 

試験科目 筆答試験 口述試験 
専門科目 外国語 

試験時間 9：00〜11：00 11：30〜12：30 9：30〜 

臨床心理学分野 特記事項なし 
英 語 

辞書 1 冊使用可 
（電子辞書は使用不可） 

特記事項なし 

第一次試験の選考結果は、2027 年 1 月 20 日（水）20 時までに本学公式サイトに掲載します。 
第一次試験結果発表ページ https://www.twcu.ac.jp/admission/ 
最終合格者は第二次試験受験者の中から第一次試験、第二次試験の結果および出願書類を総合して判定し
ます。 
 
人間科学研究科 人間社会科学専攻（心理・コミュニケーション科学分野） 
選考は、口述試験、研究計画書・卒業論文等の総合判定により行います。 

 
出願書類 口述試験 

研究計画書 卒業論文 2027 年 1 月 20 日（水） 
9:00〜 

心理・コミュニ 
ケーション科学 
分野 

以下の観点について審査する 
1. 研究課題について、着想に 

至った経緯、着眼点、先行
研究等の点から見た適切性 

2. 研究計画の具体性、適切性 

以下の観点について審査する 
1. 先行研究の扱いと問題設定の 

適切性 
2. 形式と分量（章立て、引用、 

分量）の適切性 
3. データ、情報（資料等）の扱 

いの適切性 
4. 論理展開と結論の導き方の適

切性 
5. 文章表現の適切性 

1 人あたり 40 分程度 
以下の観点について審査する 
1. 専門分野に関する知識および 

英語に関する知識、運用能力 
2. 学会発表や論文執筆に対する 

意欲 
3. 大学院進学の目的、研究計画の

具体性、適切性 

 
人間科学研究科 人間社会科学専攻 （グローバル共生社会分野） 
選考は、筆答試験（専門科目・外国語）・口述試験・出願書類の総合判定により行います。 

試 験 日 2027 年 1 月 20 日（水） 

試験科目 筆答試験 口述試験 
専門科目 外国語 

試験時間 9：00〜11：00 11：30〜12：30 13：30〜14：30 15：00〜 

グローバル 

共生社会分野 

設問の中から 2 問を選択
して解答するが、そのう
ち少なくとも 1 問は、進
学後研究を計画している
研究細目の問題を必ず選
ぶこと。 

 
 
 
 
 
 
 

英 語 Ⅰ 
辞書 1 冊使用可 

（電子辞書は使用不可）

 
 
 
 
 
 
 
ドイツ語・フランス語 
・スペイン語・中国語 
・韓国語 

辞書 1 冊使用可 
（電子辞書は使用不可） 
 

特記事項なし 

  

英語Ⅰ・ドイツ語・フランス語・スペイン語・ 
中国語・韓国語のうちから 1 言語を選択（上記
のいずれかの言語を母語とする受験者は、他の
言語または日本語を選択すること）。選択する
言語により時間割が異なるので注意すること。 
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８．出願方法 

出願書類の所定用紙は本学公式サイトの大学院入試情報からダウンロードしてください。 
https://www.twcu.ac.jp/main/admissions/grad-info/index.html 

所定用紙はすべて A4 サイズで印刷してください。ダウンロードができない場合は、入学課大学院
入試係にご連絡ください。 
 
出願書類を市販の角形 2 号封筒(240mm×332mm)に入れ、速達・簡易書留で東京女子大学入学課大
学院入試係に郵送してください。本学窓口では受け付けません。郵送の際は、必要事項を記入した出
願用封筒表紙（所定用紙）を印刷して貼付してください。 
日本国内からの郵送・日本国外からの郵送いずれの場合も、出願期間締切日必着です。 

＜出願上の注意＞ 
(1) 不備がある場合は受理しません。提出前に出願書類をよく確認してください。 
(2) 出願書類を受理後、出願書類の追加、変更および返却はできません。 
(3) 出願書類に虚偽の記載をした場合は、入学後でも入学を取り消すことがあります。 

 

  



24 
 

９．出願書類 

No.6・7 の書類は日本語または英語で記入された書類を提出すること。それ以外の言語で記入されたものは、
公的機関等の証明を受けた日本語または英語の訳文を添付してください。 
不測の事態により所属校の閉鎖等が発生し、出願時に出願書類の原本を提出することができない場合は、入
学課大学院入試係まで問い合わせてください。 
以下の出願書類以外に必要に応じ他の書類の提出を求めることがあります。 
No 提出書類 該当者 摘 要 

1 入学試験志願票 全員 

所定用紙①-1 
学歴欄は出身大学等（卒業見込を含む）すべてを記入すること。 
職歴にアルバイトは含まない。 
E-mail・電話番号は事前連絡や試験日当日に連絡が取れるものを記入
すること。 

2 志望理由書 全員 
所定用紙①-2 
社会経験との関連で志望の動機等を具体的に記入すること。字数は定
めない。 

3 受験票・写真票 全員 

所定用紙②  
写真は無帽半身正面、縦 4cm×横 3cm、裏面に氏名を記入、出願前 3
か月以内に撮影したものを写真票に貼付すること。 
写真は、試験当日の本人確認や、入学後の身分証明書の写真として使
用します。表面にきずや汚れのない、鮮明な写りの写真を用意し、一
切加工を加えないこと（前髪や陰影が顔や目を隠している等、個人の
判断が困難なものは不可）。 

4 入学検定料収納証明書
貼付票 全員 

所定用紙②  
p.36〜37 に従って入学検定料の支払い完了後、「収納証明書」を貼付
欄に貼付すること。 

5 研究計画書 
人間科学研究科 
人間文化科学専攻 
人間社会科学専攻 

 
日本文学文化分野 所定用紙③-1（縦書き） 
2,000 字程度にまとめる。 
所定用紙に PC で作成した文書を貼り付ける場合は、剥がれないよ
うに糊付けをすること。参考文献は文字数に含めない。入学後の研
究計画を具体的に書くこと。 
英語文学文化分野 所定用紙③-2（横書き） 
2,000 字程度（A4 判、任意の様式）にまとめ、所定用紙を表紙とし
て使用する。参考文献は文字数に含めない。 
以下の 3 点について記入すること。 
・大学院での研究課題 
・本研究の着想に至った経緯を、先行研究をふまえて述べてくださ

い。 
・入学後の研究計画を具体的に述べてください。 
臨床心理学分野 所定用紙③-2（横書き） 
1,600 字程度（引用・参考文献は文字数に含めない、A4 判 2 枚以
内、任意の様式）にまとめ、所定用紙を表紙として使用する。 
以下の項目を含めること。 
タイトル、問題（関連する先行研究）、研究目的（仮説があれば仮
説も）、研究の意義や独創性、研究方法（手続き、参加者、アプロ
ーチ（質的か量的か）、分析法など）、引用・参考文献（うち最低ひ
とつは英語の論文であること） 
心理・コミュニケーション科学分野 
グローバル共生社会分野 所定用紙③-2（横書き） 
2,000 字程度（A4 判、任意の様式）にまとめ、所定用紙を表紙とし
て使用する。参考文献は文字数に含めない。入学後の研究計画を具
体的に書くこと。 
上記以外の分野 所定用紙③-2（横書き） 
1,000 字以内（A4 判、任意の様式）にまとめ、所定用紙を表紙とし
て使用する。参考文献は文字数に含めない。入学後の研究計画を具
体的に書くこと。 

 

（次ページに続く） 
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No 提出書類 該当者 摘 要 

6 卒業証明書   (注 1) 
全員 3 か月以内に発行のもの。(注 3) 

卒業証明書と成績証明書が 1 枚で証明されているものでも可。 7 成績証明書   (注 2) 

8 卒業論文に関する 
書類 人間科学研究科 研究分野、卒業論文の有無などにより提出物が異なる。 

全員 「卒業論文に関する書類」（p.26〜参照）の指示に従うこと。 

9 今までの社会人として
の活動に関する報告 

人間社会科学専攻 
臨床心理学分野 

2 年間の臨床心理学に関わる教育・研究活動の報告 2,000 字程度 
（A4 判用紙 1 枚裏面可、参考文献を文字数に含む）。 

人間社会科学専攻 
グローバル共生社会分野 2,000 字程度 

10 
在籍期間の証明書 
(本学入学・退学年月日
が明記) 

・本学短期大学部または本学学部を退学した者（他大学に編入学または学士入学した者を除く）
・本学大学院修士課程・博士前期課程を退学した者 

11 

以下、①または②を提
出  
①日本留学試験の「成
績確認書」のコピー  
②日本語能力試験（N1）
の合格を示す「日本語
能力認定書」または「日
本語能力試験 認定結
果及び成績に関する証
明書」の原本 

日本語を母語としな 
い者で、日本以外の 
国の大学を卒業した 
者 

①日本留学試験（2025 年 11 月〜2026 年 6 月実施分）の日本語を受験
し、「読解」「聴解・聴読解」「記述」の合計 300 点以上を取得し
ていること。A4 判の用紙にコピーすること。 
 

②日本語能力試験（N1）は、2026 年 7 月実施までの試験を受験し合
格していること。 

12 社会人対象入試出願 
書類チェックリスト 全員 所定用紙⑦-3 

提出する書類は、提出欄にすべてチェックすること。 

- 外国人留学生の 
追加提出書類 

日本以外の国籍を有
し、入学後在留資格
「留学」を有する予
定の者 

p.16「10.外国人留学生の追加提出書類」を参照すること。 

注 1） ① 出願資格審査で提出した書類がある場合は、重複して提出する必要はありません。 
② 大学改革支援・学位授与機構に学位を申請して学位を取得した者は、出身校の修了証明書、学

位授与証明書、および学位申請に係わる科目の成績証明書（修得した機関ごとに各 1 通）等の
証明書を提出してください。 

③ 学士学位取得者で、証明書に学士学位取得に関する記載がない場合は、学士学位取得を証明す
る書類を別途提出してください。 

 2） 成績証明書は出身大学、出身学部にかかわらず次のものを提出してください。 
① 4 年制大学を複数卒業している場合は、すべての大学の成績証明書 
② 大学に編入学または学士入学している場合は、短期大学（または以前の大学）と大学の成績証明書 
③ 大学院を修了している場合は、学部と大学院の成績証明書 

 3） 改姓により証明書と姓が異なる場合は、氏名の変更が確認できる証明書として戸籍抄本（3 か月以内に 
発行されたもの、コピー不可）を提出してください。確認後返却します。 
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卒業論文に関する書類 
以下のものを提出してください。 
なお、卒業論文が日本語および英語以外の言語で書かれている場合は、原本の写しに日本語（2,000 字程度） 
または英語（500〜600words）の概要を添付すること。 
複数の大学で卒業論文を作成した場合、あるいは、既に他の大学院で修士論文を作成した場合は、今回の受験に
最も関係が深いと考える卒業論文（または修士論文）の写し等を提出のこと。 

研
究
科 

 専
攻 研究分野 提出書類 

人
間
科
学
研
究
科 

 

人
間
文
化
科
学
専
攻 

哲学・思想文化分野 

【卒業論文の分野が同じ者】 
・卒業論文の写し 
 
【卒業論文の分野が異なる者・卒業論文を課されていない者】 
・卒業論文の代替となる論文（20,000 字以内、A4 判用紙） 

日本文学文化分野 

【卒業論文の分野が同じ者】 
・卒業論文の写し 
 
【卒業論文の分野が異なる者・卒業論文を課されていない者】 
・卒業論文の代替となる論文（20,000 字程度、A4 判用紙） 

英語文学文化分野 

【卒業論文の分野が同じ者】 
・卒業論文の写し 

※卒業論文が日本語で書かれている場合は 1,000〜1,200words 程度の英文要約をつけて
ください。 

 
【卒業論文の分野が異なる者・卒業論文を課されていない者】 
・卒業論文の代替となる英語論文（1,500〜3,000words、A4 判用紙） 

歴史文化分野 
 
現代日本語・ 
日本語教育分野 

【卒業論文の分野が同じ者】 
・卒業論文の写し 
 
【卒業論文の分野が異なる者・卒業論文を課されていない者】 
・卒業論文の代替となる論文（10,000 字以内、A4 判用紙） 

 

人
間
社
会
科
学
専
攻 

臨床心理学分野 

【卒業論文の分野が同じ者】 
①卒業論文に関わる提出書類(2-1)（所定用紙⑤-2） 
②卒業論文の要旨（1,600 字程度、A4 判用紙 2 枚以内、任意の様式、参考文献は文字数

に含めない） 
※執筆者名（グループで書いている場合は他〇名と記載）、問題と目的、研究の意義、
方法、結果と考察、引用文献で構成すること（調査の結果が出ていない場合には、途
中経過を明示すること） 
 

【卒業論文の分野が異なる者】 
①卒業論文に関わる提出書類(2-1)（所定用紙⑤-2） 
②卒業論文がある場合にはそれについてまとめる（1,600 字程度、A4 判用紙 2 枚以内、

任意の様式、参考文献は文字数に含めない） 
※執筆者名（グループで書いている場合は他〇名と記載）、問題と目的、研究の意義、
方法、結果と考察、引用文献で構成すること（調査の結果が出ていない場合には、途
中経過を明示すること） 
 

【卒業論文を課されていない者】 
①卒業論文に関わる提出書類(2-1)（所定用紙⑤-2） 
②これまでに関心のある問題について研究をした内容を提出（1,600 字程度、A4 判用紙

2 枚以内、任意の様式、参考文献は文字数に含めない） 
※執筆者名（グループで書いている場合は他〇名と記載）、問題と目的、研究の意義、
方法、結果と考察、引用文献で構成すること（調査の結果が出ていない場合には、途
中経過を明示すること） 

（次ページに続く） 
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（前ページからの続き） 
研
究
科 

 専
攻 研究分野 提出書類 

人
間
科
学
研
究
科 

人
間
社
会
科
学
専
攻 

心理・コミュニケー
ション科学分野 

【卒業論文の分野が同じ者】 
①卒業論文の写し 
②卒業論文に関わる提出書類(2-1)（所定用紙⑤-2） 
③卒業論文に関わる提出書類(2-2)（所定用紙⑥-2） 
④卒業論文の要旨（1,600 字程度、A4 判・任意の様式、参考文献は文字数に含めない） 

※③を表紙とし、まとめてホチキス止めをして提出すること 
 
【卒業論文の分野が異なる者・卒業論文を課されていない者】 
・卒業論文の代替となる論文（10,000 字以内、A4 判用紙） 

グローバル共生 
社会分野 

【卒業論文の分野が同じ者】 
①卒業論文の写し 
②卒業論文に関わる提出書類(2-1)（所定用紙⑤-2） 
③卒業論文に関わる提出書類(2-2)（所定用紙⑥-2） 
④卒業論文の要旨（1,600 字程度、A4 判・任意の様式、参考文献は文字数に含めない） 

※③を表紙とし、まとめてホチキス止めをして提出すること 
 
【卒業論文の分野が異なる者・卒業論文を課されていない者】 
①卒業論文に関わる提出書類(2-1)（所定用紙⑤-2） 
②卒業論文に関わる提出書類(2-2)（所定用紙⑥-2） 
③卒業論文の要旨またはこれまでの研究活動に関する報告（1,600 字程度、A4 判・任意

の様式、参考文献は文字数に含めない） 
※②を表紙とし、まとめてホチキス止めをして提出すること 
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１０．入学検定料の納入 

入学検定料は 35,000 円です。 
支払期間 2026 年 11 月 7 日（土）〜11 月 13 日（金） 

（1）「入学検定料支払方法」(p.36〜37)の説明に従って納入してください。日本国外からの支払は
クレジットカードのみです。入学検定料の納入の際には、別途事務手数料が 484 円かかります。 

（2）支払最終日の Web からの申込は 23：30 までです（システムの関係で支払最終日の 23：30〜23：
59 まで Web からの申込サイトには「受付中」と表示されますが、23：30 以降の申込はできま
せん）。余裕をもって支払いを行ってください。 

（3）住所、メールアドレスは志願票に記入したものを入力してください。 
受験票等の送付には、このデータを利用します。 
なお、入力した志望専攻・研究分野名と志願票に記入した専攻・研究分野名が異なる場合は、志
願票を優先します。 

（4）支払完了後、Web からの申込をしたサイトに申込内容確認画面から再度ログインし、「入学検定
料・選考料取扱明細書」を印刷し『収納証明書』部分を切り取り、入学検定料収納証明書貼付
票【所定用紙②】に貼付してください。 
※コンビニエンスストアおよび金融機関 ATM(Pay-easy)で支払った場合は、領収書（レシート）
の原本を入学検定料収納証明書貼付票【所定用紙②】に貼付してください。 

 
 

※ 納入された入学検定料は返還できません。但し、次の事由に該当し、申請が受理された場合は返
還します。事務手数料 484 円は返還対象外です。 

【返還対象事由】 
① 入学検定料を納入したが、出願書類を提出しなかった場合。 
② 入学検定料を納入し出願書類を提出したが、出願が受理されなかった場合。 
③ 入学検定料を誤って過剰に、または重複して納入した場合。 
上記の事由に該当する場合は、以下の提出書類を所定の期日までに入学課大学院入試係宛に 
簡易書留で郵送してください。返還が認められた場合は、指定された口座に振込手数料を差し引い
て返還します。なお、返還までには相応の期間を要しますので、ご承知おきください。 
提出書類 提出期限 備考 
①入学検定料返還願 2027 年 2 月 28 日(日)  

（期限日の消印有効） 
本学公式サイトよりダウンロード 

②入学検定料収納証明書  
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Ⅲ. 一般入学試験・社会人対象入学試験 共通事項 

１．受験票の交付 

出願書類の受理が完了した者に対し、受験票を郵送します。 
（日本国外から出願した場合には、志願票に記載のメールアドレス宛に送信します） 
試験日 1 週間前までに届かない場合は、入学課大学院入試係へ問い合わせてください。 
受験票を忘れた、もしくは紛失した場合は、入学試験当日、受付に申し出て受験票再発行の手続きを
してください。再発行等の本人確認が必要な場合には、写真付身分証明書（学生証、運転免許証、パ
スポート、在留カード）を提示していただきます。 

２．試験場 

東京女子大学キャンパス（試験室は、試験当日正門付近に掲示します） 

３．受験上の注意 

(1) 試験室は 8 時 10 分に開室します。筆答試験を実施する分野または専攻の受験生は 8 時 50 分までに
試験室に入室して着席してください。 
口述試験のみ実施する分野の受験生には受験票とともに集合時刻および口述試験開始予定時刻を
お知らせします。 

(2) 筆答試験開始または口述試験開始予定時刻から 30 分以上遅刻した者は、すべての科目の受験資格を
失います。 

(3) 受験票は必ず持参し、試験時間中は机の上に置いてください。筆答試験の試験室では机の上の座席
番号と受験票の受験番号が同一であることを確認して着席してください。 

(4) 筆答試験の試験時間中に使用が認められるものは以下の通りです。 
物品 注意事項 

黒鉛筆、シャープペンシル 格言等が印刷されているものは使用できません。 
消しゴム  

時計 

試験室に時計はありません。 
辞書・電卓・端末等の機能があるもの、それらの機能の有無が
判別しづらいもの、秒針音のするもの、キッチンタイマーや学
習タイマー、大型のものは使用できません。 
携帯電話等電子機器類を時計として使用することはできませ
ん。 

マスク、ハンカチ、目薬、 
ティッシュペーパー 

ティッシュペーパーは袋や箱から中身だけ取り出してくださ
い。 

 座布団、クッション、タオル、ひざ掛け、手袋（多汗症用を含む）、冷却ジェルシート、使い捨て
カイロ等の使用を希望する場合は、試験監督者の許可を得てください。原則として無地のものに
限ります。文字や地図等がプリントされているものの使用は認められません。 

(5) 辞書の持込については、「７．選考方法・試験科目・時間割」（一般入試 p.7〜10、社会人対象入試
p.21〜22）の指示に従ってください。電子辞書は使用できません。 

 
 
 

（次ページに続く） 
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(6) (4)に記載されたもの以外は原則として使用を認めません。机上に置いてある場合や使用した場 
合は、不正行為とみなされることがあります。 
以下に試験中の使用が認められないものの一部を示します。 

物品 注意事項 

電子機器類 

携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末（スマー
トウォッチやスマートグラス等）、タブレット端末、電子
辞書、IC レコーダー、電卓、イヤホン※、音楽プレーヤ
ー等はアラーム設定を解除し電源を切り、荷物の中にし
まってください。ポケットに入れるなどして身に付けて
いた場合、不正行為とみなされることがあります。 
なお、イヤホンについては耳に装着していれば使用して
いるものとして不正行為になります。 

カラーペン、下敷、筆箱、耳栓※  

飲食物※ ペットボトル飲料、飴等を含みます。 
文字や地図等が印刷された衣服 着用していた場合、脱いでもらうことがあります。 

※障がいや疾病等により受験上の合理的配慮を申請した方に対しては、使用を認めることがあ
ります。 

(7) 試験時間中に日常的な生活騒音等が発生した場合でも、原則として特別な措置は行いません。 
例：監督者の巡視による足音・監督業務上必要な打合せ、航空機・自動車・風雨・空調の音、 
  周囲の受験者の咳・くしゃみ・鼻をすする音、携帯電話や時計等の短時間の鳴動など 

(8) 試験時間中は退室を認めません。ただし、試験時間中にトイレ等やむを得ない場合には、手を
挙げて試験監督者の指示に従ってください。その分の試験時間の延長はありません。 

(9) 不正行為について 
以下の行為は不正行為とみなされることがあります。不正行為と認定された場合、当該年度に
おける本学の全ての入学試験の受験を認めず、既になされた全ての試験の結果を無効とします。
その際、入学検定料の返還は一切行いません。 
①出願時に提出する書類、資料、および提供情報等に偽造、虚偽の記載、または剽窃（ひょう

せつ）等を行うこと。 
②カンニング行為（カンニングペーパー、参考書、他者の答案等の閲覧、または他者から解答

を教わること等）を行うこと。 
③他の受験者に対し、解答の教示や不正行為の補助・加担を行うこと。 
④試験時間中に、監督者の許可なく問題冊子、解答用紙を試験室から持ち出すこと。 
⑤試験開始の合図前に、問題冊子等の中身を閲覧する、または解答を開始すること。 
⑥試験時間中に、携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末（スマートウォッチやスマー

トグラス等）、タブレット端末、電子辞書、ＩＣレコーダー、イヤホン、音楽プレーヤー等の
電子機器類を使用すること。 

⑦試験終了の合図後、監督者の指示に従わず解答を継続し、または筆記用具を保持すること。 
⑧試験時間中に、電子機器類や許可された所持品以外の物品をカバン等に収納せず、机上に置

く、または身に付ける行為。 
⑨携帯電話や時計等の音（着信・アラーム・振動音等）を鳴らす、または試験室において他の

受験者の迷惑となる行為や試験の進行に影響を与える行為をすること。 
⑩試験に関し、自己または他者が有利になるような虚偽の申出をすること。 
⑪試験会場において、監督者等の指示に従わないこと。 
⑫その他、試験の公平性を損なう恐れのある一切の行為。 
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４． 合格者発表  
一般入学試験 9 月期 2026 年 9 月 18 日（金）13 時 

本学公式サイトに掲載 
一般入学試験 1 月期 
社会人対象入学試験 2027 年 1 月 29 日（金）10 時 

本学公式サイトに合格者の受験番号表を掲載します。掲載期間は、合格者発表日の発表時間から
入学手続締切日の 17 時までです。 
合格者発表ページ https://www.twcu.ac.jp/admission/ 
合格者には、合格者発表と同時に合格通知と入学手続書類を入学試験志願票に記載された「書類
送付先住所」に発送します。 
合格者発表日の 2 日後になっても入学手続書類が到着しない場合は、下記の問い合わせ日時に 
入学課大学院入試係までメールにて（admission@list.twcu.ac.jp）連絡してください。 

入試方式 問い合わせ日時 

一般入学試験 9 月期 2026 年 9 月 21 日（月）9 時〜12 時 

一般入学試験 1 月期 
社会人対象入学試験 2027 年 2 月 1 日（月）9 時〜12 時 

５．入学手続 
入学手続は、所定の期間内に入学手続時納入金を納入し、指定の期日までに入学手続書類を提
出することによって完了します。 
入学手続方法については、合格者に交付される入学手続書類に従ってください。 
出願時に本学に COE 交付の代理申請を依頼する書類（p.16 参照）を提出している合格者は、
一括納入手続をしていただきます。詳細は合格者に送付される入学手続書類に従ってください。 

一般入学試験
9 月期 

合格者は 2026 年 9 月 25 日（金）までに入学金相当額の入学申込
金を納入し、入学金以外の納入金を 2027 年 2 月 19 日（金）まで
に納入してください。 
＊納入期限日までに振込手続が完了したものを有効とします。 

一般入学試験 1 月期 
社会人対象入学試験 

合格者は 2027 年 2 月 5 日（金）までに入学金相当額の入学申込
金を納入し、入学金以外の納入金を 2027 年 2 月 19 日（金）まで
に納入してください。 
＊納入期限日までに振込手続が完了したものを有効とします。 

上記期日までに所定の手続を完了しない場合は、入学資格を失います。 
入学申込金は手続が完了した時点で入学金に充当します。 
 
注）入学金は理由の如何を問わず返還できません。 

納入した入学手続時納入金は p.33 の 7 項の場合を除き返還できません。 
     入学手続後、提出した書類の変更および返却はできません。 
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≪入学関係書類の提出について≫ 
入学に際して誓約書（p.34 参照）、保証書等の書類の提出が必要です。入学関係書類については、 
入学手続要項にてお知らせします。指定の期日までに提出してください。 

【参考】2026 年度学費その他納入金 
 他大学卒業者 本学卒業者 

入学手続時納入額 後期納入額 年額 入学手続時納入額 後期納入額 年額 

入学金 
(入学年度のみ) 

240,000円  240,000円 

本学の修士課程・博士前期
課程に在籍していた者 

0円  0円 
本学学部および本学短期 
大学部に在籍していた者 

120,000円 120,000円 
授業料 270,000円 270,000円 540,000円 270,000円 270,000円 540,000円 

教育充実費 82,000円 82,000円 164,000円 82,000円 82,000円 164,000円 

合 計 592,000円 352,000円 944,000円 

本学の修士課程・博士前期
課程に在籍していた者 

352,000円 352,000円 704,000円 
本学学部および本学短期 
大学部に在籍していた者 

472,000円 824,000円 
＊ 学費は毎年改定することになっています。 
＊ 人間社会科学専攻臨床心理学分野は、以上の他に、実験実習料として、年額 45,000 円を後期納入額に加算します。 
＊ 人間社会科学専攻心理・コミュニケーション科学分野は以上の他に、実験実習料として、年額 30,000 円を後期納入

額に加算します。 
＊ 人間社会科学専攻臨床心理学分野の学生は、上記の入学金・授業料・教育充実費および実験実習料の他に以下の臨

床心理学実習料を納入する必要があります。 
・「臨床心理基礎実習 1」および「臨床心理基礎実習 2」（1 年必修科目）の履修のために、50,000 円（「臨床心理基

礎実習 1」の履修登録時に納入）。 
・「臨床心理実習 1（心理実践実習Ⅲ）」および「臨床心理実習 2」（2 年必修科目）の履修のために、70,000 円（「臨

床心理実習 1（心理実践実習Ⅲ）」の履修登録時に納入）。 
・「心理実践実習Ⅰ」および「心理実践実習Ⅱ」の履修のために 50,000 円（「心理実践実習Ⅰ」の履修登録時に納入） 

＊ 入学者に対し、学債を募集します。任意ですが、教育内容の充実をはかるためのものですから、なるべく応募して
ください。詳細については 2027 年 5 月にご案内いたします。 

＊ 東京女子大学学会は本学学生および教員を会員とする学術団体です。 
会費は 2 か年分 3,000 円です。1 年は後期に、2 年以降は前期に年額 1,500 円を学費と共に納入していただきます。
詳細については入学手続完了者に送付する入学関係書類に同封する案内をご覧ください。 
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６．入学試験成績の開示 

希望者（受験生本人に限る）に対し、下記の要領で 2027 年度入学試験の成績を開示します。 
(1) 開示内容 

日本文学文化分野 
英語文学文化分野 
歴史文化分野 
心理・コミュニケーション科学分野（1 月期・社会人対象） 

研究計画書および卒業論文の得点 

上記以外の分野 筆答試験の得点 

 
(2) 下記の成績開示申出期間に、以下の 3 点を入学課大学院入試係に郵送してください。 

① 成績開示を希望する旨の文書（「入試成績開示希望」、受験番号、氏名、連絡先電話番号、 
記入年月日を明記） 

② 受験票（成績開示の文書と共に返却します。） 
③ 返信用封筒（レターパックライト） 

レターパックライトの「お届け先」欄に送付先住所・氏名等必要事項を明記し、2 つ折りに 
して同封してください。 

＜成績開示申出期間＞ 
一般入試 9 月期                ：2026 年 9 月 18 日（金）〜10 月 2 日（金）締切日消印有効 
一般入試 1 月期・社会人対象入試：2027 年 1 月 29 日（金）〜 2 月 12 日（金）締切日消印有効 

(3) 同封されたレターパックライトにて申出期間終了後 2 週間以内に発送します。 

７．入学を辞退する場合 

(1) 手続方法 
入学手続時納入金納入後、入学を辞退し、入学金以外の納入金の返還を求める場合は、 
事前に入学課に連絡の上、下記期限までに①〜③を郵送してください。 
①「入学辞退届」（本学所定用紙） 
② 入学手続時納入金の振込控えのコピー 
③「入学許可書」＊留学生のみ 
郵送の際は、入学課大学院入試係に速達・簡易書留（日本国外の方は EMS・SAL・DHL 等追跡がで 
きるもの）で郵送してください。窓口では受け付けません。 
所定の手続が行なわれない場合は、理由の如何を問わず返還できません。 

【入学課】TEL：03-5382-6854／E-mail：admission@list.twcu.ac.jp 

(2) 返還金 
期限内に上記手続を済ませた方には、入学金以外の納入金を、振込手数料を差し引いて指定の口座に
振り込みます。 

(3) 入学辞退手続締切日 
2027 年 3 月 31 日（水）（期限日の消印有効） 

(4) 返還日 
2027 年 4 月 25 日頃 
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８．入学者「誓約」 

入学者は入学に際して次の誓約をすることになるので、あらかじめ承知しておいてください。 

誓    約 
私は、東京女子大学の学生として建学の精神を重んじ、キリスト教の理解につとめ、 
学則にしたがい真理の探求と人格の形成にはげむことを誓います。 

 

９．奨学金 

◇東京女子大学給付奨学金 
学業成績優秀であり、経済的援助を必要とする本学大学院博士前期課程学生で、専攻分野に
おける研究能力、高度の専門性が求められる職業を担うための卓越した能力を備えて活動す
ることができると認められる者に対し、東京女子大学給付奨学金細則により、年間授業料相
当額(参考：2026 年度は 54 万円)またはその 1/2 相当額を選考の上、給付します。支給期間
はいずれも 1 年間です。継続受給を希望する場合は毎年申請することになります。入学後に
募集を行います。 

◇江口裕子大学院奨学金 
故江口裕子本学名誉教授の遺贈により設けられた奨学金で、学業成績優秀であり、かつ、 
経済的に援助を必要とする大学院生に年間授業料相当額（参考：2026 年度は 54 万円）を選
考の上、給付します。支給期間は 1 年間です。 

◇東京女子大学研究奨学金 
学業成績優秀であり、将来優秀な研究者または高度専門職業人として専門分野での活躍が 
期待される者に、国内外の学会・研究会等での発表に要する交通費、宿泊費及び学会参加費、
海外での現地調査に要する交通費及び宿泊費、学会誌・学術誌への論文投稿費を審査の上、
基準により給付します。（年間支給限度額 1 人 10 万円まで） 

◇東京女子大学大学院育児支援奨学金 
研究と育児の両立支援のため、授業出席、研究、学会発表等による二次保育にかかる費用の
一部を給付します。（1 日につき 1 家庭 1,700 円まで、出願者 1 人年間 5 万円まで。） 

◇東京女子大学国際交流奨学金 
対  象：成績・人物ともに優秀であり、経済的援助を必要とする在留資格「留学」を有する

外国人留学生 
内  容：学費相当額以内を奨学金として給付 
出願時期：入学前に出願、締切日は入学試験出願締切と同じ 
選考方法：書類審査 
結果通知：1 月下旬（1 月期受験者は合格通知と同時に通知） 
支給方法：入学手続時納入金納入時および後期学費納入時に納入金から差し引きます。 

◇授業料減免制度 
対  象：成績・人物ともに優秀であり、経済的援助を必要とする在留資格「留学」を有する

外国人留学生（上記の東京女子大学国際交流奨学金受給者を除く） 
内  容：授業料の一部を減免 
出願時期：入学後出願 
選考方法：書類・面接選考および入学後の成績（成績基準あり） 
結果通知：6 月上旬 
支給方法：入学後後期学費納入時に納入金から差し引きます。 

（次のページへ続く） 
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◇日本学生支援機構奨学金 
人物・学業ともに優れ、経済的理由により修学困難な学生に、学資を貸与することで教育の機
会均等に寄与し、次代を担う人材の育成を目的とする独立行政法人日本学生支援機構の貸与奨
学金制度です。貸与期間は修了までの標準修業年限で、貸与月額は下記の通りです。 
入学後に募集を行います。なお、本学では授業料後払い制度は導入していません。 
(参考：2026 年度) 
第一種奨学金（無利子貸与）  ※「特に優れた業績による返還免除」制度あり 

貸与月額 5 万・8 万 8 千円から各自選択 
第二種奨学金（有利子貸与） 

貸与月額 5 万・8 万・10 万・13 万・15 万円から各自選択 

◇学外奨学金 
地方自治体や民間団体の設ける奨学金です。大学を通じて募集を行うものについては、募集要
項を学内の奨学金掲示板および奨学金特設サイトでお知らせします。募集は主に入学後となり
ます。 

 
 

１０．長期履修制度 

学生が職業を有している等の事情により、標準修業年限（2 年）を超えて一定の期間にわたり、
計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望した場合に、履修期間を 3 年または 4 年と
することができる制度です。 
長期履修制度の適用が認められた者の学費は、一般学生と異なり、標準修業年限 2 年分の学費の総
額を認められた長期履修期間で除した年額を納入することになります。本学で長期履修学生と認め
られる資格は、以下に該当する者です。 

（１） 職業を有する者 
ア 官公庁・企業等に常勤として在職している者（給与の支給を受け、職務を免除されて

いる者を除く）や自ら事業を行っている者 
イ 非常勤職の者（パートタイム等も含む）で週あたりの就労時間が原則として 20 時間以

上の者 
（２） 育児・長期介護に従事している者 

ア 未就学児を養育している者 
イ 要介護者を介護している者。この場合において、要介護者の範囲は、配偶者、父母、子、

配偶者の父母、申請者と同居している祖父母または兄弟姉妹、およびその他本学が認
めた者とする。 

 
長期履修制度の適用を希望する者は、出願時に申請してください。（やむを得ない場合を除いて、入学
後の申請は原則としてできません。）申請書類は出願書類に同封してください。 
申請適用の可否については、合格者発表と同時に合格者に郵送で通知します。 
なお、長期履修制度は、原則として外国人留学生（入学後在留資格「留学」を有する予定の者）には適
用できません。 
 
申請書類のご請求・制度に関する質問は、出願期間の１か月前までに学務課大学院係までご連絡くださ
い。 

問合せ先：東京女子大学 学務課大学院係 平日 9：00〜17：00（11：25〜12：25 を除く） 
〒167-8585 東京都杉並区善福寺 2-6-1 
電話 03-5382-6279 
Email graduate@list.twcu.ac.jp 
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